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昭和5Sq.W月IU3e行広縄うおづあなたと市殺をむすぷ 第三4重郎使紛認可

ー 燭鋤t通信包D7J包冒頭1平岡署泊施

9
月
定
例
市
議
会
は、

9
月
ロ
日
に
招

集
さ
れ
、

n日
終
了
し
ま
し
た
。
会
畑
中

に
提
出
さ
れ
た
議
案
は
日
議
案
で
、
そ
れ

ぞ
れ
審
議
議
決
ホ
認
さ
れ
ま
し
た
。

h
F
9月
定
例
市
.
か
ら

議
決
承
認
さ
れ
た
主
な
議
案
l

i

l

-

-vω
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

地械

入
地
凧
山
別
予
算
の
総
額
に
三
億
三
千
七
百

二
十
五
万
一
千
円
を
迫
加
し
‘
予
算
の

総
舗
を
そ
れ
ぞ
れ
九
ト
億
二
千
九
百
六

卜

K
M人
T
内
と
す
る
む
の
で
そ
の
セ

々
内
符
は
.

総
務
債
で
は
、
続
川
広
減
団
事
雌
抑
制

A
H
白
川
初
公
と
し
て
.
三
千
六
.h
ah
十
L
M

ef
川
島

nkし
ま
し
た
・

ニ
れ
は
、
中
綿
消
M
m
セ
ン
タ
ー
の
綿

貫
次
柵

qm必
倫
骨
H
Aぴ
西
部
品
川
umセ
ン

タ
ー
の
電
気
娘
じ
ん
償
投
涜
棺
H
晴干
の
向H

M

刊
金
で
す
.

民
生
食
で
は
、

父
子
家
庭
児
戒
医
療

帽H
助
成
悦
定
を
幅
制
た
に
設
け
、
そ
の
必

婆
必
U
R
柑
同
事
計

k
し
.

ま
た
、
白
山
保
育
閣
嶋
改
築
慌
た
帽H

三

F
G五
十
万
二

F
問
を
追
加
計
上
し

ま
し
た
.

直属
林
水

sa--Rで
は
、
今
回
続
た
に

生
省
総
合
後
進
事
象

uD冷
夏
被
害
駁

急
対
策
恢
業
が
.
県
単
事
業
と
し
て
係

刷
仇
さ
れ
た
の
で
.
こ
れ
ら
の
絞
慢
を
計

上
し
.
Eた、

左
舷
り
た
め
池
、
間
作
陣
営

農
泡
院副
編
.
か
ん
が
い
排
水
.
県
山
下
k

地
位
良
間
体
ザ

μ浴
後
傷
事
骨
融
専
は
、

い
づ
れ
む
凶
・
燥
の
必
泳
に
よ
る
事
・
傘

"
に邸
主
従
が
ゆ
t
じ
た
の
で
浦
正
t
g
し
去

し
た
.

伝
お
.
水
am物
占
侃
泊
加
工
七
ン
タ
l

形
成
税
金
お
は
.
幅
仲
茶
同
体
で
が
業
の

一

郷
を
取
り
や
め
た
た
め
.
事
業
費
を
減

幅
削
し
ま
し
た
・

土
木
債
で
は
、
市
滋
再
開
設
改
良
資
と

し
て
、

一九

F
附
.h二
l
開
万
六
千
刊
を

計
上
し
、
池
山
町
改
良
事
業
貨
は
.
雌
喧
野

湖
上
線
外
四
時
仙
輔
の
被
備
が
業
が
凶
の

刊
崎
也
事
を
川
内
た
の
で
.
事
定
岬H
キ
』
変
川
に
し

ま
し
た
。

ま
た
、
作
は
ん
じ
山
怯
阿
川
恨
業
と
し
て
.

一

千
二
百
八
十
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
.

m市
川
州
悦
生
は
.
駅
川
門
地

M
K地

ぽ
一
両
組W
剛
州
事
業
の
川
崎
晶
市
川
川
ド
」

t
る
引
集

岬H
を
減
阿
川
し
.
総
合
公
附
犠
泣
却
下
を
は、

今
回
析
た
に
剛
州
蹴
川
悦
集
が
川
の
補
助
対
-
-

敏
併
設
と
し
て
同
時

4
8
れ
た
の
で
.
市ド

業
全
体
の
H
凡
似
し
を
行
い
必
療
と
す
る

恨
帳
批
判

一
億
附
千
百
ヒ
ト
万
六
千
円
を

迎
加
討
し
L

し
ま
し
た
。

敏
育
費
で
は
、

L
し
桝
判
官
り
小
学
帥
K
.

巡

下
小
学
佼
校
舎
の
酬
明
築
事
業
向
と
し
て

間
百
六
ト
三
万
五
千
円
を
.
絵
図
幼
制
限

州開設同組
併
業
健

一
千
九
百
三
万
間
千
円

及
び
反
伸
公
民
銀
控
殺
事
業崎
町
九
行
問

ト
四
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
追
加
計
L
し
し
ま

し
た
・ょ

た
、
商
事
H
動
取
滋
担
設
に
よ
る

内
蔵
文
化
財
調
K
限
切
ニ

F
一ニ
卜
六
万
円

を
迫
加
叫
川
上
し
ま
し
た
・

公
共
災
巾

RM
M
m恢
・震
で
は
、
い
ず
れ

む
同
の
必
修
が
見
込
ま
れ
る
の
で
.
ニ

れ
ら
の
が
業
慢
を
れ
し
し
し
忘
し
た
.

こ
れ
ら
の
財
.仰
は
.
市
制
民
.
池

H81

付
加
抗
、
分
川刊品位
H
叫
ぴ
白
川
刊
金
、
仙
院
制
制
什

日
叫
ぴ
予
敏
制
円
、
凶
、
県
文
山
山
念
、
納
庫
川

収
入
.
得
付
命
、
総
8
4世
.
必
収
入
叫
べ

ぴ
市
崎川
を
充
当
す
る
こ
と
に
は
っ
て
い

ま
す
.

v日
年
皮

mu却
水
浴
品

U
K特
別
会
計
山
川

正
F
算

-v
臼
年
度
農
業
終
的
が
も
特
別
会
社
山
間

正

-rn

v母
子
・
啄
時
収
燦
品
目
助
成
に
附
す
る
条

例
の
お
山
.
化
に
つ
い
て

V
父
「
・
双
山
吃
児
れ
阪
線
岨
日
助
成
に
附
d

る
条
例
の
必
定
に

つ
い
ご

-v市
。
材
れ
山
山
去
しH
用
条
例
の

a

制州
を
改
-w

す
る
条
例
の同
叫ん泌に

つ
い
と

-vm市
・
・
川
州
事
也
記
加
州
地

K
K地
収
州

偵

wm下
支
均
竹
川
崎
刊
の

a

総
合
改
品
川

ず
る
弘
棋
倒
川
の
必
定
に

つ
い
て

V
市
池
山
町
織
の
川
崎
定
に
つ
い
て

-v
市
道
路
線
の
廃
d
に
つ
い
て

-
v
L
A
下
、ヴ
r
の
はれ凶
放
の
変
M
K
H
叫
ぴ
嶋
J
H

に
つ
い
て
大
泌
与
野
地
ぱ
)

-v
・
火
字
、
?
の
収
減
の
変

a

山正叫叫
ぴ
向
i
k

に
つ
い
て

--K
仲
野
桁
地

M
-

V
ウ

rの
M
n
械
の
変
d
k
叫
叫
ぴ
嫌
汁
に
つ
い

て
之
ハ
郎
九
惜
別
2
地
M
R
-

V
M
年
度
水
辺
幅
・
集
会
仲
川
決
肺
悼
の
必
定

に
つ
い
て

V
問
窓
案
件

晶鳳適庫古川
江
口
二
一
=
香
地

後
図
書
'凪
也
氏
、

魚
湾
市
富
倉
一
五
-ご
香
織

図
代
昭
夫
氏
を
魚
湾
古
川
敏
育
祭
・
闘
の

佳品
聞に
同
窓

漁
場
岬
市
本
江
一
三
五
九
喬
抽
層

高
潮
怠
ニ
氏
、

魚
添
市
上
材
木
三
五
香
鎗

畑
山
道
霊
氏
を
人
繍
繍
讃
餐
・
聞
に
幽
m

mす
る
こ
と
に
伺
怠

(2) 



ぷ
籾
に

つ
い
之
は‘

数
行
香
川
会
社

会
教
育
園
岬
へ
必
間
合
わ
せ
く
だ
さ
い
.

宮
内
線

内
で
川
柳
舶
は
認
め
ま
ぜ
ん
.

。
彫
側
、
仁
ぷ
は
制
限
し
ま
せ
ん
.

@
乃
は
制
又
は
わ
く
依
り
と
し
.

1
メ
ー
ト
ル

X
2
メ
ー
ト
ル
で

た
て
.
叫閉
山
市川
と
し
ま
す
.

。
写
氏
は
4
r折
以
上
・
た
だ
し
州

軍
凡
は
4
ツ
切
以
上
と
し
k
必
ず
.

命
出
品
作
品
は
米
交
炎
の
む
の
に

阪
り
ま
す

た
だ
し
教
打
部
門

は
除
き
ま
す
・

V
山
叩
込
一
附
-U

砲の
山中
込
白川
に
よ
り

.ω

川
初
日
ま
で
市
教

η
ktu九五

へ
巾
・
込
み
，、ど
さ
い

出
品
作
品
は
出
品
吹
を
は
り
.

H
v
a

，aq
a
'
Z
H
い'匂叫リ、，ゐ
沼町・

i'リ4
b恕
M
E

--
l，“
4
・
1
引

AM
H
4
・
値
目

4
1
'a
g
R

ま
で
に
魚
川
市
蝿鳩
山
崎
会
館
へ

燃
入
く
だ
さ
い
.

ω川
幻
日
午
品
川
5
叫吋か
ら
泌

や
か
に
会
場
よ
り
出開
山山
く
だ

者
』

L
.

大
M
W
式
は

mM川
初
日
下
地
内
3

山
吋
よ
り
会
地
で・
L
H
い
ま
す
。

山
M
明
大
吋
.
市
川
町
貸
そ
の
他

多
移
の帥
川
し
物
品
』叫川
剛
し
て
.
符
憾
の

大
作
が
出
品
さ
れ
る
こ
と
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
.

は
お
.
と
もJ
.

と
よ
ろ
は
例
年
と
代

々
リ
次
の
よ
・
つ
に
々
リ
王
す
の
で
よ
ゐ

し
く
いね聞
い
し
ま
す

マ
と

さ

m川
山
山
口
樹
1
幻
日
開

制
的
日
午
前

ω時
間

会

パ

マ
と

ニ

ゐ

魚
沖
巾
農
協
会
館

マ
山
山
円
附
資
総
市
内
の
伐
の
ん
と
市
内

に
勘刊肱帽
し
C
い
る

U
・

巾
山
川
身
の
いり

一MM
の
郎

絵
画
『
日
本
州

・
1
4聞
』

・56
・

i
l
-
-e
t
 

m勿
I
Z

.
も

'y、

筆
活

教
作
H
の
節
『小

・
巾
・乍
4
ご

図
桝

-
m
-
工
作

~圃圏直圃

q
d
n
u
oの

-とニろ

マ
郎
門

10月24日'-27日

V
回開
入

.n三崎銅a出物品f-oT

マ
船
山山

-とき

マ
炎似特

マ
加
地
絡T

u
b下
向
.
花
川
両
H
M
M

削ヰ
』含
め
て
.

た
て
.
倹
と
b
2
i
l
ト
ル
以

U

均
年
間
僻
し
て
い
ま
す
市
美
術
展
覧

会
ら
い
よ
い
よ
抗
初
制
を
迎
え
る
こ
と

に
わ
ゆ
り
ま
し
た
記
念
桜
告
い
ろ
ど
る

II(IfU55年IMII E11Hi 
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マイホームと税金
め
る
こ
と
々
ど

一
定
の
要
件
に
あ
て
は

ま
る
と
き
は
、
制
院
全
が
叫
刊
滅
さ
れ
る
制

度
が
あ
り
ま
す
@
ニ
の
統
合
の
続
減
を

受
け
る
に
は
.
住
・石
市
市
安
取
得
し
て
か

ら

ω日
以
内
に
県
般
事
務
所
に
申
告
し

わ弛
け
れ
ば
わ
ゆ
り
ま
せ
ん
.

〈
所
得
税
の
住
宅
取
得
控
除
〉

仲
山
山
毛
を
新
築
し
た
り
、
新
築
u

限
定
を

購
入
し
た
と
き
は
、
次
の
嬰
件
げ
に
あ
て

は
ま
れ
ば
住
宅
取
得
怜
除
が
受
け
ら
れ
.

所
得
制
限
創
刊
か
・
つ
符
除
さ
れ
ま
す
。

。
訂
作
目
川
川

H
tで
に
似
山
℃
を
叫
判
決

し
、
V
へは
新
築
作
ん
と
そ
間
人
し
て
小川
・分

で
肘
品
川
す
る
こ
と
。

@
作山山む
の
山怖い向
日刊
が

m
M以
ド
で
あ
る

こ
と
。

。
一
読
後
、
又
は
叫
明
人
後
6
力
川
以
内

に
人
附
し
、
附
刊
除
を
札
(A
け
る
停
の
は
円

引
れ
ま
で
引
続
き

M
休
し
て
い
る
・
-
と
。

同
日
仏
批
判
附
は
、
そ
の
山山
C
の
山時
日山
Mm
u
d川

中
1
り
酬
川
と
し
て
討
は
し
た
後
紛
で
す

f
l
i
-
-
、t
t
:

カ
1
1H
'カ
町
何
回
ー

す
.
こ
の
怜
除
は
.

引
続
い
て
MmH刊
し
て

い
れ
ば
人
附
し
た
年

と
そ
の
明
年
.
刷
ι
々

何
?
の
3
年
間
に
わ
た

っ
て、

各
年
分
の引所

得
悦
-
納
か
ら
役
時
怖
さ

れ
ま
す
.
こ
の
彼
険

金
交
け
る
た
め
の
乎

続
は
、
そ
の
年
分
の

川
得
税
の
係
定
市
作

仲川に
.
次
の
時
制
を

添
付
し
て
縦
初
演
に

巾
・此
川
す
る
こ
と
に
な

?、

;マイホーム乙税念1事:
っ
て
い
ま
す
。

虫

記

海

附

宅

、

制

れ
契
約
内

売

ロ
契
約
H
H
M
わ
ゆ
ど
の
vrし
。

m在
民
般
市
の
写
し

ま
た
、
民
聞
の
金
融
機
関
等
か
ら
償

迎
期
間

ω年
以
上
の
級
資
等
を
会
け
て

住
宅
以
川町
姥
除
が
受
け
ら
れ
る
袈
件
に

あ
て
は
ま
る
紡
築
住
宅
を
取
例
げし
た
州
場

人H
に
は
‘
そ
の
織
の
H
申
ず
に
係
る
年
間
俄

迎
合
制
専
に
応
じ
て
aJ
nし
た
級
が
崎
町

除
制
聞
に
加
除
さ
れ
ま
す
@
検
除
制
に
加

円刊
さ
れ
る
仙
刊
は
.
年
川
附
則
泣
令
初
浮
か

-U
測
が
川
合
必
引
い
た
伐
鰍
に
‘

5
U

を
川
仰
け
た
A
収
納
で
す
が
3
万
円
が
限
度

で
す
。
年
間
償
還
令
制
仙
寺
は
.
そ
の
年

中
に
返
済
し
た
住
屯
取
得
に
充
て
た
融

資
警
の
花
利
合
計
制
で
す
が
人
肘
し
た

年
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
実
際
の

返
済
制
で
は
は
く
、
そ
の
借
入
契
約
等

に
よ
っ
て
返
済
す
る
司
」
と
に
々
る
絞
初

の一

年
間
の
返
済
ず
注
飢
に
よ
り
ま
す
。

対
象

LF

」
αる
倣
資
等
は
.
い
わ
ゆ
る
民

間
伐
モ
ロ
ー
ン
の
ほ
か
一
定
の
要
件
に

あ
て
は
ま
る
挫
設
業
私
自
や
、
定
地
位
窃

取
引
業
民
n
か
ら
取
得
し
た
析
築
住
を
の

峨
入
代
少
の
未
払
山
川
務
を
、
川
川
年
以
上

の
柳
川
帆
払
で
え
弘
う
む
の
む
含
ま
れ
よ

す
。
-』の
符
除
を
受
け
る
た
め
に
は
前

必

ωと
め
の
道
知
の
ほ
か
.
次
の
8
.m

を
仮
定
巾
山
市
H

S

に
添
付
す
る
こ
と
に
な

っ
て

い
志
す
。

ψ
五U
肢
の
取
仰
悩
州
側
を
明
ら
か
に
す
る

咋
-MH

i
t
-
h
 

〈世

品
機
関
手
が
定
付
す
る
住
宅
取
得

に
係
る
融
資
額
の
償
還
金
納
容

a

波
別

つ
ま
り
.
住
宅
取
得
役
除
は
球
術
備

に
応
じ
た
俊
除
額
と
.
住
-一毛ロ

1
ン
等

の
俄
氾
金
制
に
応
じ
た
段
除
額
と
の人
H

社
側

{紋
尚
6
万
円
)
が
日
明
住
の

mに

供
し
た
年
以
後
3
年
間
.
所
得
統
領
か

う
投
除
さ
れ
る
こ
と
に
は
り
ま
す
。
た

だ
し
同
年
分
.
又
は
訂
年
分
の
う
ち
そ

の
年
の
所
得
金
制
州
が
糊
万
円
を
組
え
る

年
分
に

つ
い
て
は
.
結
時
怖
を
受
け
る
こ

と
は
で
き
ま
ゼ
ん
。
ま
た
‘
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
が
喝』の
同
日
除
を
受
け
る
と
き
は

一
作
T
Hに
照
市
七
什告
す
れ
ば

一年
目
.

三
年
目
は
年
求
刑
州
絡
で
受
け
、ソ
れ
ま
す
a

舗穆泊イド

市民税県民税

第 3期

〈
不
動
産
取
得
税
v

しし
地
や
処
物
今
ど
の
不
動
産
を
山
県
川
川

し
た
と
き
に
は
、
.
不
動
殿
山
帆
mwMm
が
か

か
り
ま
す
.
二
の
削
悦
金
は、

例制悦
で
は

わ惜く
mm悦
で
す
@
不
動
品
開
取
得
悦
は
、

不
動
必
の
備
制
に

3
%
の
税
学
会
』儲
け

亡
内
外
出
し
ま
す
。
こ
の
.h1動
必
の
附
加

は
、
同
札
叫
師
免
冷
川似
の
叫
ん
H

と
閉
山憾
に
同

定
資
権
謀
校
ム
H
般
に
記
開
削
さ
れ
て
い
る

川町
悩
額
に
よ
り
ま
す
n

ケ
お
、
街
地
本
円
以

毛
や
新
築
後
叩
年
以
内
の
小
L
h
n
ほん
L
、

又
は
そ
の
伐
宅
問
池
島
』
取
得
し
た
と
き

で
.
字
紙
の
床
倒
的
が
、
協

m
以
ド
で

増
殖
事
業
の
効
果

10月31日納期限

ク
ル
マ
エ
ビ
鰍
エ
ピ
版
流
は
、
引
年

か
ら
μ
昨
年

ω
3
W刀
峰
、
康
卵
問
タ
コ

ツ
ポ
校
人
は
、
柑
年
か
ら
む
昨
年
約
側
コ

を
川町
・
市
の
補
助
で
実
施
し
て
き
ま
し

--。
砂
ム

日
年
の
ク
ル
マ
エ
ビ
の
漁
彼
古
川
は
、

2
ト
ン

(約
制
万
円
)
で
日
年
の

2
的
"

・・'一、

タ
コ
は
日
ト
ン

(約
棚
万
円
)
で
凶
年

の
川
伐
に
刷
加
し
て
い
ま
す
の

r
リ
山
品
は
去
る
9
月
5
口
、
版
刷
叩
刑
タ

コ
ツ
ポ
を
=一
ヶ
沖
で
、
投
入
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

(4) 

ク

:!.IJ H. 

-" 

エ
1: 

l 5 

‘，
 

t
 

l
 

ト
ノ

ん
-
官
同

n
F

コ
y
吟

7

エピ

パ

目
崎

yん
ハ/，
f

j

w
M

〆/
id
，
J

刈

リ

コ

'

d

『
治

区
タ

v

v

-uM

鎗

¥k

m
 

-岬

.

ー

晶
臓

の

ン

タ 15

コ1(1

5 

ぁ
ゅ
の
禁
漁

ω
nl臼
か
ら
7
U
ま
で
.
ぁ
ゅ
は

必
卵
則
の
た
め
、
全
刈
川
時
織

で
す
。

9
川
初
日

l
m月
汎
日
ま
で
、
必
卵

出品
保
織
の
た
め
次
の
区
聞
が
叫
山
崎聞
で
す
.

的
川
は
北
隙
本
線
鉄
織
か
・り
上
流
仰

メ
ー
ト
ル
の
区
内

作ハ
H

れ
川
は
本
流
及
び
支
流
布
地
川
に

お
い
て
、
地
鉄
本
線
鉄
時間
か
ら
下
流
捌

メ
ー
ト
ル
ま
で
の
区
間

次

自!;j
ー.
ー
寄
付

ごあ
ぎり

}F万IJJ ま1) 
L、カf

町rlドllf たし。 '-し
まと
し つ

58 て
た
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倉石
戚け

G湯ん
守剤と

こ
の
洗
制
シ
リ
ー
ズ
を
迎
飯
山
T
に
.

市
内
の
-
E
M
咽
の
方
か
ら
.
悠
悠
が
世
町
せ

ら
れ
ま
し
た
の
で
、
制
官
約
を
ご
紹
介
し

ま
す
.

「目
舵
近
伍
相
関
警
で
、
合
成
洗
剤
の
こ
と

を
大
き
く
と
り
あ
げ
、
山
払
た
ち
自
身
の

u鴬
色
寸
前
に
山
市
約
し
て
い
る
こ
と
で
あ

り
.
関
心
を
得
せ
て
い
た
と
こ
ろ
市
で

b
.
検
討
さ
れ
て
い
る
の
で
必
ば
し
い
.

合
成
洗
剤
、

ニ
と
に
訂
リ
ン
合
成
洗

Mm
が
.

い
ろ
/
¥
の
大
さ
は
問
題
を
.

む
っ
た
ま
、
制
限
府
さ
れ
て
い
る
ニ
と
に

民
き
ま
し
た
。
綿
入
大
学
講
座
を
臨
時
議

‘p
，，、

後・

わ
が
鍍
で
は
、
ま
づ
洗
濯
周
・
台

所
用
と
も
、

-mリ
ン
の
も
の
に
全
額
切

り
嘗
え
ま
し
た
。

一
人
ひ
と
り
が
ら
っ

と

n.解を
・深
め
.
九
H
A
収
洗
制
を
州
民
わ
ケ

い
k
-
?
FH輔
が
絡
を
広
げ
れ
ば
、
間
嶋
崎

〈各
樋
洗
剤
の
成
介
例
〉

均一一円

M

円

2
w

m
J噌

お

-
U

L

M
-旬

、a
，

.、，h

・

‘‘

・・

-円

安

問一
v

れ
山
川
崎

-ω
伐
随、

..

-Z

L
'
fぃ
t
E8
・
お
も

e句

l

J

4

司

ユ

a
.“
 

-R
S
『

1
Q
…J 

浄
化
に

一
役
に
与
え
る
で
し
ょ
う
.

次
に
amリ
ン
洗
剤
も
安
心
で
き
な
い

占

m
M
H
a，
〈
あ
る
と
聞

8
、
自
分
の
問
題

と
し
て
真
剣
に
取
り
組
む
必
要
令
繍
感

-va
a，‘
 

し
:
j
i
-
-ぷ
々
・U

こ
の
よ
う
に
山
崎間
生
訴
を
あ
ず
か
る

家
自
患
の
+Tdwb.
石
け
ん
に
切
り
韓
首
え

て
い
る
人
が
楢
唱
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

む
う一

度
、
ご
事
経
で
洗
た
く
等
に

は
何
を
拙
ぼ
っ
て
い
る
か
、
こ
れ
か
ら
何

を
や
め
れ
ば
良
い
か
眺
の
直
し
ま
し
t

‘ヲ
.

用
品
目
副
賞
表
示
法
で
は
、
行
け

ん
や
A
H
成
決
削
川
に
つ
い
て
.
似
品
の
M

押

鮒
や
川
浅
を
疋
し
く
消
幡町晶引
に
知
ら
は

る
た
め
‘

H

削m
H
R
K
・mゃ
.
使
川
上
の
伐

怠
必

-
F

小
を
昌
明
務
づ
け
て
い
ま
す
・

こ
れ
を
参
々
に
し
て
石
け
ん
等
を
買
い

ま
し
ょ
う
.

。

「
石
け
ん

・
紛
一の
け
ん
の
上
予
な
使

m方
法
」

石
け
ん
、
紛
石
け
ん
に
よ
る
洗
た
〈

に
つ
い
て
上
手
伝
使
川

H
法
は
.
次
の

よ
う
に
す
る
と
ぬ
い
と
白
わ
れ
ま
す
-

u
aた
く
物
の
分
相酬
と
的
処
恩

ymれ
の
打
ぼ
‘
仏
弱
ル
』灰
分
け
し
て
.

山口
い
む
の
で
汚
れ
の
少
h
w

い
む
の
か
ら

舶
に
洗
い
ま
す
。

ωぬ
る
ま
・4喝の仙

km
一初出恥
ぐ
・つ
い
あ

る
と
段
む
内
氏
い
J

ω行
け
ん
を
ト
分
と
か
し
て
か
う
洗
た

く
拘
を
入
れ
る
.

川
品川
た
く
時
間

品副総
の
凶
押
帖
酬
や
出
円
れ
の
削
日
夜
に
よ
っ

こ
幽時
る
が
約

ω分
ぐ
ら
い
が
泊中，
で
す
.

印
A

仇
た
く
怯仰
の
ほ
は
.
少
々
め
に
す
る

附
紛
石
け
ん
は
.
洗
た
く
倹
に
は
.
ド

ラ
ム
パ
か
.
か
く
は
ん
パ
が
通
園
す
る
-

m
u問
刷
物
性
の
.れ
け
ん

{粉
行
け
ん
}

は
水
に
ι
γH
H
く
と
け
る
・

附
す
、
ゴ
に
.
十
分
与
川
敏

さ

.
M
E

問
削
}
と
時
間

eか
け
、
ぜ
っ
か
ろ
は

澄
け
る
.
ニ
れ
が
ボ
f
ン
ト
で
す
.

。
処
世
岨
伺
が
生
れ
て
却
.h
年
.
そ
れ
会

初
1
m訓
年
で
汚
し
て
し
ま
っ
た
と
・
ぶ
わ

れ
て
い
ま
す
.

υと
た
び
汚
れ
た
む
の
を
浄
化
す
る

に
は
、
ば
く
大
々
年
月
と
崎町

mが
か
、

り
ま
す
。
水
は
似
た
ら
の
生
命
と
深
く

か
、
わ
っ
て
お
リ
、
自
然
を
こ
れ
以
上

汚
さ
必
い
た
め
に
.
ま
ず
ゎ
刊
リ
ン
系
の

ん
H

成
洗
剤
を
山
間
川
し
は
い
よ
う
に
し
.

次
に
.
で
き
る
だ
け
す
べ
て
の
合
成
統

制
の
使
川
会
や
め
、

X
は温庖
.止
州民川
に

努
め
た
い
む
の
で
す
.

役
後
に
む
う

一
時

附

誌

が
M

関
紙
A

品開
}
物
性
で
リ
ン
此町
出
ゃ
、

A
8
S
-

L
A
S等
そ
含
ま
な
い
石
け
ん

(
紛
石

け
ん
)
を
使
用
し
て
.
皮
膚
昨
剛
山
。
や
寝

筏
汚
染
令
子
防
し
.
突
し
い

-H然
を
が

り
次
の
険
代
に
引
き
つ

5
ま
し
ょ
う
.

【必
ね
り

}

都
世

F
，文剖
m

d

叫品印
と
沈
削

A
H
A
収
洗
例

地
入
院

Hm

A
H
M
出
険
社

固
偲
強
b
G
D

健
康
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
か
?

阪
出
唖帽聞
は
、
医
学
と
技
紛
の
池
山
γ
‘

阪
僚
出
問
械
の悼
行
放
な
ど
に
よ
り
、
館
宇

、々
，市え
て
さ
て
い
ま
す
.
缶
詰
市
で

ら
、
今
年
7
月
の
医
策
費
は

一
億
二

千
ヒ
行
万
円
と
昨
年
に
比
べ
.
お

γ

の
し
し
外
市
中
で
と
ど
ま
る
こ
と
は
く

m

え
て
い
ま
す
.

あ
々
た
の
ら
よ
勺

と
し
た
心
が
け
で
.

¥
j
p

-

aJU
--

Cた
の

S
Z
へ

a

eu
り
.
同
保
の
財
政

V

沼

会
助
け
る
の
で
す
.

「

け

ん

t

健
康
づ
く
り
の
秋

r

o
/
¥

で
す
@

¥

勺

さ
め
は
じ
め
よ
う

戸

主

夜

幽

護

休

凶

開

『

炉

れ

一
・
.
一
・
=一

F
d
H
M
m

《あ
な
た
の
健
康
は

ノ

rl¥

あ
な
た
自
身
が
つ

〈
る
も
の
で
す
v

あ
な
た
の
鍵
峨
は

あ
h

ゆ
た
内
身
が
つ
く
っ
て
行
く
以
外

に
あ
り
ま
ぜ
ん
.
幽問
機
管
帽
刊
は

一
人

ひ
と
り
が
貸
付
陀
を
も
っ
て
考
え
、
実

行
し
て
い
く
も
の
々
の
で
す
・

術
%
に
似
つ
て
は
じ
め
て
鍵
嚇
の

あ
り
が
た
さ
に
H
A
づ
く
よ
う
で
は
注

す

g
tす
.
健
機
へ
の
日
ご
ろ
の
努

h
H
は
、
同
保
の

一
日
で
あ
る
あ
々
た

の
務
め
で
す
-

A
今

aか
ら
は
じ
め
る
鎗
蟻
つ
〈
リ
V

A'・
あ
似
た
は
あ
似
た
の
鍵
峨
づ

く
り
の
た
め
に
例
を
し
て
い
ま
す
か
.

健
康
づ
く
り
と
い
っ
て
む
、

慢
し
い

こ
と
を
や
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
.

敗
砂
.
体
機
.
マ

ラ
ソ
ン
は
ど
あ
似

た
の
体
に
あ
っ
た
運
動
は
.
あ
な
た

の
心
が
ま
え
次補別
で
い
つ
で
む
簡
惟

に
は
じ
め
・勺
れ
ま
す
.

(5) 

品市也
実
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生

治
.
十
分
h
w
休
養
と
い
う
こ
と
む
実

行
し
て
よ
す
か
.
さ
あ
、
あ
々
た
の

凝
ら
今
日
か
ら
健
康
家
肢
の
仲
間
入

り
i
l
n明
日
か
ら
で
は
返
す
td
ま
す
.

{同州
悼
の
必
問
い
合
わ
HUU
内
線
2

1
8
へ
ど
う
ぞ
-
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a信問自国

あ怠たと市伐をむすぷ

園言語直羽面園

10月18日--20日

ヨドF信物産の全ぽうを広〈皆さんに紹介し、本市産

'障の.興舎はかるためM18回魚添物産展を次により

開催します。

例年のように会‘では、物産の卸売も同時に行い

ますので、皆さんのご来織をお待ちしています。

マ
と
さω月

時
日
川
か
ら
却

u
mま
で
-
綜

日
午
前

ω時
か
ら
午
後
5
時
彦
で
.

た
だ
し
.
初
日
は
午
後
4
時
彦
で
-

マ
と
こ
ろ

市

民

会

館

第
4

会
場

開
曾

節

制

刑
ニ
九五
局

マ
モ
々
展
・・小
n
州

家
具
.
添
削
耐
.
仏
幽
明
‘
民
社
ト
4
.

水
産

加
仁
田
川
、
葉
子
.
か
ま
ぼ
こ
.
前
本

な
ど
。

そ
の
他
.
内
臓
術
談
、
北
陸
屯
ヵ
.

電
話
局
の
谷
コ
ー
ナ
も
あ
り
ま
す
.

物
品
開
M
慌
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
ぜ

は
.
市
席
問
工
般
党
派
宮
内
線
2
7
1

へ
ど
う
ぞ
.

h
a
'
'
、出

秋
空
に
土
の
香
り
豊
か
に，a

 -me
 

今
年
で
げ

M
Mを
迎
え
る
農
仲
根
幹
H

H

Hけ

7
H
附
午
後
l
時

3
4
叫吋

の
祭
典
、
心
腹
腔
端
純
明
は
.
市
内
線
協
.
魚
川
市
成
協
会
館
問
臨mト
A

ぷ
1
ル

農
協
調
川
年
山
明
人
郎
、
市
食
岡
市
配
給
連
絡

V
出
品
物
市
kw

•. 

附
肱
川
政
定

山明唱
晴
会、

4
H
ク

ラ

ブ

タ

ど

芯

同

体

の

け

川

8uω
午
前
9
叫吋
1
正
午

協
力
を
川
げ
て
.
廃
休
忠
刷
物
品
ぷ
会
・
米

マ
売
約
H

附
引
泌
し
.
受
賞
事
円
れH
創

W

パ

州問
帽H
M
似
大
コ
ー
ナ
ー
.
ι
削
沼
市
み
ん
な

日

川

ゆ

け
川

Tω
川
9
叫町

1
H叫吋

の
ルt
活
様
、
食
肉
野
市
市
川
州
必
コ
ー
ナ
ー

V
M択
一不
コ
ー
ナ
ー

な
ど
、
多
彩
信
行
市

ve俗
り
こ
ん
で
魚

コ
農
林
忠
叩
紛
口
州
市
川
会
コ
ー
ナ
ー

均
一市
農
協
会
館
で
聞
か
れ
ま
す
・
市

民

魚

川

市

嶋
崎
山
崎
会
館
内
燃

の
併
さ
ん
の
多
敏
の
ご
米
泌
を
お
伴
ら
れ
ホ
拙
川
帽H
鉱
大
コ
ー
ナ

ー

し
て
い
ま
す
.

船
山
市
終
売
品

a
t
階

マ
-
舵
書
官
級
と
卵
白
川
会

A

い
も本州川
代
批
大
凶
吠
小
コ
ー
ナ
ー

リ
リ

8
u
ω午
後
l
M吋
1
5防

団
四
山
内
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
・山
県
偏
鰍
必

日
川
9
日
川
下
前
8
時
刻
分
1
5
時

米

を

川

町

制H
に
し
た
製
品
コ
ー
ナ

ー

マ
品
市
川
会
出
品
物
の
般
入

受

付

食

山

内

.

野

菜

タ

ど

即

必

コ
ー
ナ
ー

s
v

，A81'
也ぜ'仇
8
1
z
s
z
a
e

，AS
P色
q

，AS
E
E
S
-

仇SE
Z
M屯
z
e

，AJ
z
z
e‘z
e
p
a
e

，仇spas
p-
v
-
E
J
PASE

，。g
，‘v
，

第
叩
回
新
川
地
区
畜
産
共
進
会

鍵

ω月
7
日
同

魚
ゆ
添
市
市
地
H
叫
ぴ
川H

…
m

段
肉
セ
ン
タ
ー

新
川
地
M
門
市
島
町
倣
興
会
連

絡
協
議
会

朝
日
町
、
人
将
町
.
山子
K
M

川
町
、
川
町
…副
州
市
、
品
瓜
派
巾

と
各
廃
業
団
体

マ山山口
山口
nJ分
と
蝋
滋

乳
川
午

H
H忠
世
昨
「

ト

4
H
m
s明
仲十

内
川
相
川
「

制
吋
川
明
乳
1

V
臥戸
支
正
記
h
n
6侯

la♂
・
昼
中
v

ゼ

dVEER噌

H
H
品
聞
紙

マ
主

flti 

ιa予

ra
hu

信

市

・

I

M
Z

仙
川

ω州

わ
ゆ
お
.
山
山
川
に
つ
い
て
の

d
細
川
.

山
崎
属
品
川
線
市
政

Mm
g
内
線
2
6
8
へ
お

問
い
A
H
わ
せ
く
だ
さ
い
.

マ
と

さ

マ
と
ニ
ろ

i勾

¥1 
1量

t定

白
吋
判
甘
や
「

1
1
a
 

10 10 15 25 10 15 
11 11 " 11 " !I(I 

月早

虻
川
鼎
刷
物
の
凶
叩
悩
似
点ル

リ
M
町
人
川
休
に
よ
る
食
吹
附
ぷ

わ地
お
山川
H
州、

そ
の
他
く
わ
し
い

-z
-

U
、
市
農
政
岨
仰
向
枕
品
川
仲
町
内
係
宮
内
線
2

8
4
へ
お
聞
い
A
H
わ
せ
く
だ
さ
い
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検
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も
め
た
ぷ
た

ι
品川恒

国
書
鱈

燃
え
よ
人
生

r
・み
と
の
ふ
れ
あ
い
:
①

旅

の

本

山出
の
声
が
あ
ろ
う
こ
ち
ら
で
涼
し
げ

に
聞
こ
え
る
季
節
に
は
リ
ま
し
た
。

行
業
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
旅
の
本
・
を

ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

「
東
京
周
辺
総
境
の
織
」
{刷
明
代
旅
行

府
代
九
v
附川一
樹
}

小
さ
わ地
Hn
ゃ
、
子
工
芸
の
削h
.

忘
れ

ら
れ
て
い
る
旅
行
地
を
ご
案
内
し
ま
す
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
位
協
肌
が
融
市
し
め
る
で
し

ょ、す
.

「
志
賀
高
原
・
革
連
岬
・
-
常
信
唱
膚』
戸野
口

冬
入
車
三

『
気
が
つ
け
ば
港
町
ぽ
っ
か
り
』
(柳
原

良
子
持
}

『
金
沢
そ
し
て
能
登
」
へ主
主
朝
子
宮
h
}

々
ど
の
ガ

f
ド
プ
ヴ
ク
は
旅
行
の
お

共
に
役
に
立
ち
ま
す
。

一週
一 『

ロ
ー
カ
ル
線
の
旅
』
(側
海
係

・
小
林

州
内
地
共
班
目
〕

阜
県
側
な
-L
V

の
通
い
ん
H

い
や
、
幡
市
民
の

市川
み
が
感
じ
ら
れ
る
の
は
、
ロ
ー
カ
ル

線
の
旅
な
ら
で
は
で
す
。

忙
し
い
段
代
人
に
は、

れ
屯
タ
オ
ア

シ
ス
と
な
る
で
し
ょ
う
。

『
駅
弁
の
町
」
(秋
山
茂
普
)

k
引
を
聞
い
て
い
く
と
.
お
い
し
そ
う

必
駅
弁
の
写
氏
が
続
々
と
似
て
き
ま
す
@

今
由
句作
地
の
駅
弁
の
本
で
す
。

『
郷
土
の
白
判
官
冊
子
」
{三
問
山
下
車
n
-

旅
で
泌
を
悩
ま
せ
る
の
は
‘
お
み
や

げ
で
は
は
い
で
し
ょ
う
か
。

谷
地
の
銘
菓
の
本
は
.
お
み
や
げ
の

参
F
J
に
々
る
で
し
主
う
。

肱肌
h

去
っ
の
仰
に
ご
一
次
く
・
た
さ
い
e

A
2
H川

U
H
か
ら
、
睡
眠
・

週
間
が
は
じ
ま
り
ま
す
.

日
バ
9
H
ま
で
で
.

ζ

れ
は
、
文
化
の
日
を
小
t
・心

に
し
た

2
週
間
で
す
.

柄
引
火
線
し
む
秋
で
す
。

ど
う
ぞ
、
く
・り
し
の
中
に
.

本
を
お
役
伝
て
く
だ
さ
い
一

d

借
り
出
し
は
、
ひ
と
り

3
冊

2
週
間
で
す
。

開
館
日
変
更

の
お
し
ら
せ

秋
の
読
h
汀
酬
刷
を
迎
え
、

次
の
と
お
り
開
館
し
ま
す

の
で
大
い
に
ご
判
川
く
だ

さ
い
。

合
同
川
月
初
日
刷

会
日
月

2
日
制

令
日
月
9
日
制

81億円
10 10な
月 11ぉ
(lJl 27 'w. 
} 日 u

(JJ)の
• JJ 

11 11M 
J J 11 
4 は
rr 1-1¥ 
1刈 航

し
11 ま
JJす

r~~~~-~~~ ~-;o~.--:l 

日 み 1
1月) ん t

lす ど {乍ょん一 10な
! • {> :!ろ : 、ま お月い
よ の じ う ε へい りのつ

へ:.!O.グ さんの がおし
ゃぶ あし 紙 みしょ
でん .んが あらに s
ひか みし .そせ/ ~ 
らう んてど び i 
き ・ ないん ? 
ま ζ で二ど 3 

空き巣被害

闘 01錨 1情理狙
以一一-20日

あなたの自転車には

-ヵギとネームと

各
柿
講
時
間
憾
の

ーー

お
し
ら
せ

合
文
芸
と
人
生
を
跨
る
つ
ど
い

n
v
t
i
aa
口
U
H
υ

会
川
柳
教
室

川
川
同
日
制

合
古
典
に
縦
し
む
会

叩
け
剖
日
備

会
朗
餓
録
音
鶴
座

(ω岡
山
附

mP15

1
M
ω
月

n
u
ω

2
M
ω
H川
初
日
制

品
川
附
町
内

二一
樹
先
生

品
川

mh仏
門
学
校
教
諭

d

A
文
成
制
刊
は
燃
料
で
す
e

ボ
ラ

ナンバーを・

合禽'fJ"-
Fウギどーー

ど一一

言ー

-木製の戸は締り金具を

カモイとrのmJにカンヌキを

入れて締めつけl‘.Iil't主する。

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
な
欲
の
あ
る

万
は
込
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

山中
込
み
は
、

ω月
日
日
ま
で

関
税
館
へ

宮
@
り
4
6
2

い
ず
れ
も

-
じ
か
ん

子
主
l
b守
ゆ
ユ
リ
1

.，
S
E

"
"

っ叫
'14

午
後
4
時
ま
で

『ふ
る
さ
と
歴
史
鶴
度
』

-
と

さ

日
月
!
日
山

仁

'a証
t
sぉ
ザ
崎
山て
ザ
'
'

'

I

H
qu
，
十

3
山
吋
仙
川

分

円
れ

・
・刈

M
岨
「北
隙
農
民
の

附
巾
恥

・
市
本
北
“
怜

MK

‘

・
咽南

側

竹
内
側

一
郎
先
小

h

{人
出
円
削
仮
住

・
郷
トし
史
家

4

・
と
ニ
ろ

市
也
問
機
館

(7) 

戸絡まり=主1i+補助1i

。
自
転
車
は
カ
ギ
と
名
前
が
よ
い
見
張
り
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翠能能

登
路
へ
の
入
H
.
似
品
R
セ・
J
y
l

--ひみ
」
は
、
総
仰
の山
問
、
内
い
山石
肌
を

み
せ
た
、
灘
浦
川
山
尚
同
時
の
一

向
に
位
抗
し
.

Mmれ
た
日
は
な
山
市
地
抗
叫
が
安
を
み
は
ま

す
。
保
業
セ
ン
タ
ー

『
ぴ
み
」
か
ら
歩

い
て

一
U
は
ど
の
と
こ
ろ
に
は
、

同

指
定
の
史
跡
と
も
な
っ
て
い
る
大
岐
制

問
遭
跡
が
あ
り
‘
道
行
く
人
を
厳
粛
な

ふ
ん
い
さ
に
さ
せ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う

0

・
街
泊
料
金

二

泊
二
食
付
)

『
定

人

の

そ

し

引

な

と

-
尚

5

冷

と

と

隠

さ

-
-

-

、
が

般

人

‘

で

と

る

-
業

民

、

い

で

ガ

た

す

『
漁

業

ど

必

度

ケ

し

給

-
従

な

い

制

や

亡

支

品
及
、
人

て

合

ド八

.死

を

す

一
良

人

く

し

年

作明

、

金

ま

一

・
の

働

入

の

、

さ

山
吋
い

一
は

業

で

加

め

き

と

一

て

一
全

川品
川
匂

に

た

と

た

や

し

年

自

開

制

度

の

た

つ

全

と

民

の

の

制

鉄

-リ

タ

年

的

関

ど

治

全

家

と

に

に

臼

々

木

年

の

を

首

ど

を

国
民
年
金
保
養

セ
ン
タ
ー

な?
~ 

srih氏
H
H
a川
町
品
川

p
'
・

一昨
1
3
W
H

-
f
f
4
J
-P
1

4
i
f
 

-
-
ド
別
総
|
二
、
仁
H

t

H
H

高

払

:
J
H
1
1
3
1
f
J

一
被
で
州
市叫
し
℃
い
ぶ
す
・

一
今
月
の
相
級
自
は
、
何
回

一
で
す
。
ぜ
い
ぜ
い
ご
利
川

:
だ
さ
い
。

彼
保
険
い
れ
・受
給
俄
将

一
舵
の
k
リ

小
・
中
小
企

・
交

通

凶
欽
向
附
駅
ド
山
午
、
向
岡
駅
前
パ
ス
タ

ー、
工
ナ
ル
@
線
{水
H
凡
打
噸
わ
)の
パ
ス

で
・h
O
分
.
保
養
セ
ン
タ
ー
前
下
山
中
，

・
お
山
中
込
み

瓜
娘
、
氾
訴
か
ハ
ガ
キ
で
。

一T
九
z
・孔

阿
氷
川
見
市
安
問
。
。

合

(0
7
6
6
}
乃
1
1
3
2
4

F

-一

ね

ん

き

ん

標

馬

一

一
よ
い
社
会

一

一

明

る

い

老

後

に

一

一

国

民

年

金

一

r'A・I
・-
-T
'
A-1
-'t'
A
T
'
A'
a'
hT
4
6・t

--一..
 
C
C円

三
、
A
O
O川

一
:
八
じ
さ
川

-他の年金制度に加入していない

人は必ず加入しなければなりま

せん。

IHド同内にtEんでいる20.汲以上

Gりぬぷ織の 11 本同I~で.椴t絡の fJ三

宮t{I与't年金 ..a只保険 ・jた1fT制l

{;-)の1m人材 ・lf.金受給#および

その配偶釘以外の 人l品、.f>;人の怠

むに聞係々く.必ずl可KfJ'， ~Jt j ニ加

入し広ければなリまぜん.

・サラリーマンの奥さんなどは希

望すれば加入できます。

20k\l:.以 !-.60ぬÀ~i;':1の 11 本|同J(で

:大(j)人{よ+:人の 街地によ って加 入

することがで主ます

。T1血のf芋イI叫11I芝に1111人して いる 人

の配1/111'1
2il自の年金制度かう司王イ(.:や思給を

うIt亡いる 人とその配偶 1'1'

'J)Ii:llllffilのJぐ下な どの・'(:'1:， 

U，1IJ，~，;集会.~IL lli町村議会議11と

その配I111れ。 ノ

加入する人…・

ーー〆

r'一ーーι 一一一一一一一一一一一，

j55年度、国民年金保険料第 、

( 2期分(7、8、9月分)の

j納期は9月30日です。

j納め忘れはないか今一度確

かめてください。
せいぜいご利用 ください。今月の相談日は、 16日です。

(8) 

暮
ら
し
の
行
政
相
談
所

ゆ

H3
ん
の
小
に
、

N
J
ろ
、
役
所
や

公
社
の
仕
事
に
つ
い
ζ
・
納
付
で
3
G

い
・
』と
や
.
ニ
の
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
、

信
ど
の
秘
情
が
あ
り
主
せ
ん
か
主
た
、

友
山
地
問
胞
や
.
民
下
問
削
に
つ
い
て
ご

心
配
下

αど
が
あ
リ
ま
ぜ
ん
か
。
山川
山

行
政
弘
・
M
M
ね
で
は
、

'O鰍
機
関
の
協
力

の
ら
と
次
の
と
お
リ

『似
し
の
行
政
相

必

伊

を

開
設
し
ま
す
.
ど
ん
な
小
さ

ん・

」
と
で
も
仙
川
で
す
か
・り
.
お
公
約

に
川弘
を
お
運
び
く
だ
さ
い
.

の
と

き

川
川
Mm
日
制

・1
山
川
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-
-ト麦
4
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'
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崎
北
病
院
修
形
外
M

什

所
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ゴ
ミ
は
作
家
嵯

八

野

川

災

光
ル
じ

て

治
品怖に
保
代
し
て
収
集
日
に
出
し
て

'v栄
聾
指
議
官
串
巡
回
お
知
ら
せ

く
だ
3
ぃ
.

「ーパつ
-
-J
1
|寸
パ
引
汁
パ
川
|

率
た
燃
え
る
ゴ
ミ
は
、

過
-
一
M.
燃

一刷
川
}一

1
A刷
M
W

的

t
!
一副

a
i
t闘
え

タ

い

ゴ

ミ

は

.

4
市・物
と
仙
閣
総
・

ガ

一““
.一-

s
i
h
m
-
P
1
4・
1
1

寸叶
1
1
コ
川
け
川
州
叶
寸
J
叶
イ

JJ1川

-
7
ス
帖酬
に
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
川

・
M

一一和

u
・
一
.
1
1
UJ
削れ一

I
H
S-
L
k
m

T
I
l
l
T
J
J巾
ド
ド
T
i
l
l
-
-

似
悔
し
℃
い
ま
す

一
M

U
刷
一
、
時

U
I
2
5
-
a

h
公
代
飢

「
仁

U
L
I
-
-い
い
附
↑

L
い
い
H
H
|

市
内
の
ゴ
ミ
収
州
場
品
川
を
辺
川
し
て

-

E

I
-
-
E
H・
骨
-

一
M

U
州
一
・
ー川ふ

削
抑
制

一喝
唯
一頃
公
一九曲聞

は
よ
寸
と
収
集
U
以
外
の
日
に
ゴ
ミ
が

マ
内
芥
U
家
族
の
健
康
作
用
:
:
:
4保
健

山

山

さ
れ
て
い
る
的
婦
が
あ
り
ま
す

舗
で
川
岡
山
岨
食
(栄
養
L
L
)試
食

二
の
た
め
、
志
向
火
や
ぬ
れ
で
付
近
の

V
子

宮

が

ん

の

打
が
大
変
泌
必
を
う
け
て
い
去
す
の
で
.

純

量

検

診

の

お

知

ら

せ

こ
ん
な
二
と
の
な
い
よ
う
次
の
こ
と
を

お
山
県
て
は

.d
人
が
ん
低
ぽ
巡
動
L

必
玄
トー
っ
て
く
だ
さ
い
e

の

一
環
と
し
て
、

ω月
l
uか
・り
白
山

O
ゴ
ミ
は
‘
収
集
日
当
日
の
午
前
8
時

保
舟
硝
人
科
医
会
等
の
協
力
を
得
て

.

't
1
1
1
4
4
1
1
4
4
4
41

以
内
の
公
的
山
州
民
摩
川
嶋
人
科
目祉
ぴ
地
区

父

子

家

庭

お

よ

び

母

子

の
崎
川崎
人
竹
島
町
て
い
つ
で
む
・仁

'門

家

庭

の

匡

療

費

を

助

成

が
人
検
診
ヰ
受
け
る
こ
と
が
出
必
る
よ

市
で
は

ω
η
lり
か
ら
父

fポ
患
の

う
に
h
u
り
ま
し
た
e

山ι慌
全
対
象
に川駅
療
叫
H

の
助
成
を
す
る

M
明
人
か
ん
は
.
早
期
発
見
、
小
川
治

こ

と

に

な

リ
ま
し
た
・

僚
に
主
り
同
日
減
山
川
米
る
と
式
ね
れ
て
い

O
配
偶
行
の
い
匂
い
削H
p
r
に
伏
長
さ
れ

E
1
今
ぷ
ご
の
集
同
検
必
が
m
A
H
に

市

て
い
る
渦
1
ぬ
か
ら
政
肱
問
教
引
け終・

f

b
b
リ
A
A
J

切

さ

い
H
.
Eた
A
，
ま
戸
、
ゆ

で

ゆ
で
の
児

究

ov 

.昨はら伯父，
d
さ
れ
て
い
々
い
測
地
問
以
し
し

畑

ま
た
.
配
偶
行
が
制
州
，A
は‘

身
体

畠
喝

の
M
W
人
の
ん
は
.
尚
々
苦
吟
さ
れ
る
k

w

の
附
%
に
よ
り
.
hk
附刷
に
ね
た
っ
て

う
ね
勧
め
し
ょ
す

相

労
働
能
h

り
を
尖
っ
て
い
る
む
{
身
体

主
ω.
そ
み
さ
れ
る
万
に
は
‘

巾
役

ゆ

隙

刀

打

F
般
l

ぬ
2
級、

修
行
子

品川

1
F刷
河
川
主
で

A
A
O

券
を
品
川
し

相

級

八

の
必
中

dE
を
有
す
る
京
自畦
も

主

r
か・
ン
取
り
に
米
て
く
だ
さ
い

…

対

象
と
、
な
り
ま
す

ベゾ
バ

A
A
MNU
---与

円

で

す

叫

付
ιJ家
庭
に
つ
い
て
は
攻

ι泌
l
偽

山

か・り
出品筋
山
校
内
H
叫が

=
i山川
ま
て
の
削
指
-

「
ゴ
ミ
」
は
集
積
場
所
に

き
ち
ん
と
出
し
ま
し
ょ
う

主
で
山
川
し
て
く
だ
8
ぃ
.

。
ゴ
ミ
は
収
集
円
以
外
出
さ
は
い
・」と
。

Q
J
ミ
は
ビ
ニ
ー
ル
袋、

ま
た
は
ポ
リ

バ
ケ
ツ
に
入
れ
て
出
し
て
く
ど
3
い

0

0
思
え
る
ゴ
ミ
の
山中
に
食
物
、
ガ
ラ
ス

予
柵机
え
々
い
ゴ
ミ
会
人
れ
々
い

C
く

だ
さ
い
.

。
水
切
り
は
ト
分
に
し
亡
く
だ
と
い
.

山川
さ
れ
る
ゴ
ミ
の
以
の
う
ろ
、

約
別

刷訂
が
水
分
で
す

水
分
が
多
い
と
:
:
:

-
餓
え
に
〈
〈
な
る
ば
か
り
で
な
〈
焼

却
炉
が
・
』
わ
れ
や
す
〈
な
り
ま
す
。

‘.
 

・
ゴ
ミ
け
が
.
ゴ
ミ
以
集
ボ
か
ら
道
路

七
に
こ
ぼ
れ
る
念
れ
が
あ
り
ま
す
.

だ
け
が
対
象
と
伝
っ
て
い
ま
し
た
が

ゆ
川

l
nか
ら

m
b助
成
の
対
象
と

伝
リ
$
す
.

-
巾
崎
地
所

市
社
会
悩

Mm謙

・
持
参
す
る
わ
の

印
か
ん
.
保
険
必

-老
人
健
廠
除
査
・

ふ
年
む
.
時
代凧
以
上
の
み
れ切
さ
ん
を

刈
魚
に
.
巨
人
他
市明ι
O
K
刊
を
夫
総
し
主

す
実
施
期
間
は

.ω
Hけは
MM
刷
か
ら

日
川
げ
山
口
山
よ
と
で
す

市
内
の
内
外

臥
院
J
A
H
川
、
術
院
に
て
ぬ
伐
を
そ
け
て

く
た
さ
し

々
お
お
山
労
災
・
例
院
で
み

伐
を
荷
噂
さ
れ
る
K
H
U
.
「
約
会
し
て

み
伐
を
A
4
け
て
く
だ
3
ぃ
.

いね
問
い
合
わ
H
に
は
‘
上
m
uu
A戸
川
祉

-m

g
n
2
2
0
り
ま
て
ど
・
つ
ぞ

)
 
-l
 

''
i

、
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-
市
民
会
館
大
ホ
l
ル
催
物

，fj司円 〈明

1句-'-L3"nA 2 円

膏

大告嶋a 人は提
世k~健i直Z地新川 ピ

士高RSb 島t? l 
りる 'f， ヲ 崎

dn・ B 
， 

拘
lKtH 告 ~ -免斑11，( ‘Jd ， E E f. 

b 王'r-J 夙ミ li. 

'r-!ll l下'" "-'12 6午11f1量1日1 乍10
守1量-5lI !: 例目 時f量日 岬l日 時帰日 柑IJfI

IOI-¥) JO ， ~J 11冊目 崎 IU1 IJ ヲl創 1 UO 
き

‘在 骨 時 ~ì 時 時 時

、‘ JII， 

'‘ 岸ーョ
同

t一、a 
理恥 人

軒 円 料
1'1 n 

[11 軒 s" a 

明Il JI! E量 TP最i ~ 5輔2，H 究』u金a園綱学fa師ta高z山u事z H " 主時
プ'.， 。R 111 l品A巾 u 縮

43-y4 sh 世人
J， 

町
.1， 首k ~! 

-
市
勤
労
青
少
年
ホ
l
ム

マ
勤
労
青
少
年
初
削
教
養
成
時

勤
労
H
H
少
年
の
職
業
生
寸
前
の
充
実
と

t
H
h
吋
タ
峨
象
人
と
し
て
、
健
全
な
舟
け
成

を
図
る
ニ
と
を
目
的
に
、
勤
労
斤
少
年

ホ
l
ム
で
は
次
の
と
ト
の
り
短
期
政
経
議

磁
を
行
い
ま
す
希
常
事
告
は
勤
労
青
少

年
ホ
l
ム
へ
お
山
申
込
み
く
だ
さ
い
.

議
陣
内
官

廿

陶

ぷ

と

さ

ω
H
n
l
ロバ

過

l
M制

対

象

お

勤

労

市

吋

少

年

(
却
名
}

受
講
料

l
ヵ
月
二
千
円

マ
ス
ポ
ー

ツ
救
出色

と

き

l
悶

ω月
幻
自
山
附
命
線

2
閥

ω月
初
日
州
市
出
時

受

命

制

付

録

科

い
ず
れ
む
‘
関
川
即
時
間
は
午
後
7
時

1

9時
、
会
場
は
当
ホ
l
ム
で
す
@

-
都
市
計
画
区
域
の
拡
大
に
よ
る

建
築
確
認
申
簡
を
お
志
な
く

上
半
年
l
月
に
‘
都
市
計
州
wn山
崎
似
し
八

の
品川口
一ぷ
が
々
さ
れ
ま
し
た
が
‘
ま
だ
充

分
に
周
知
徹
ほ
さ
れ
て
い

タ
い
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
e

こ
の
都
市
叫
川
両
院
域
拡
大
は
.
北
凶

し
川
巡
内
刷
出
甲
道
や
、
ス
ー
パ

ー
耐
性
辺

w-

が
日同
体
化
し
.
ニ
れ
ら
の
状
況
後
化
に

即
応
す
る
た
め
で
す
む
ニ
れ
に
よ
り
.

自
然
環
境
の
保
令
と
乱
附
交
を
川
税
制
し
、

社
劇
作
あ
る
開
発
合
目
的
と
し
た

b
の

で
あ
り
ま
す

g

制
帽
人
さ
れ
た
地
ぬ
は
往

袋
路
認
山巾哨川
の
流
可
ゃ
.
開
発
す
る
時

は
開
発
行
為
の
汁
何
が
必
要
で
す
の
で

充
分
伐
窓
し
て
く
だ
さ
い
@

新
た
に
は
一
級
編
入
さ
れ
た
池
氏
は
次

の
と
お
り
で
す
・

大
小
海
b
寸
叫
刷
.
行
山
川
.
大
谷
、
淡
色
.

布
山
、
上
野
.
下
品
川
、
札
川
附
‘
湯
上
‘

凶眠
耐H
内

1
・
愛
用
.
蹴
間
代
.

H

H
酬川
H
叫
ぴ
H
庁

わり
の
会
械
で
す
，

わゆ
お
ぶ
し
い
ニ
と
は
、

十

mm市
川
州

派
へ
わねた
づ
ね
く
だ
さ
い
.

-m月
は

中
高
年
齢
者
雇
用
促
進
月
間

払
山
花
公
共
級
鉱
山
々
吉
川
で
は
、

YH州

年
飾
品
引
の
絞
殺
の
促
進
を
は
か
る
た
め
.

川
川

l
H
か
ら
れ

H
ま
で
を
「
中
高
齢附

行
桶
川
陀
滋
月
間
」
と
定
め
定
年
M
也氏

の
推
進
と
.
や
業
主
へ
の
版
刷
勧
奨
、

巾
品
年
の
わ
刀
へ
の
終
業
あ
つ
ぜ
ん
に
Mm

um的
に
取
組
ん
で
い
ま
す
の
で
、
嶋
田
織

の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

h

恰
お
.
事
業
主
の
k
り
に
は
、
定
年
延

長
奨
励
余
、
日
曜
用
開
発
給
付
金
一
等
が
.

ま
た
中
L
U
同年中
の
方
に
は
.
統
批
判
を
容
易

に
す
る
た
め
の
各
徴
の
緩
助
制
度
が
あ

り
ま
す
。

く
わ
し
い

こ
と
は
、

魚
涼
公
共
帥
刷
業

安
定
所

-g
M
1
0
3
6
5
)
へ
ご
相

以
く
・
た
さ
い
。

-
母
子
遭
動
会
を
開
き
ま
す

同
町

f
京
日
曜
の
皆
さ
ん
、
明
日

へ
の
徐

叫日
と
明
る
く
健
全
与
生
活
を
治
る
た
め

ゆ
F
巡
動
会
を
間
き
ま
す
。

符
さ
ん
せ
い
ぜ
い
お
議
い

の
し
し
ご
参

加
く
だ
さ
い
.

と
さ

ω月
初
“
川

午
前
9
叫
吋
ぬ
分
か
・
つ

と

こ

ろ

村
本
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

(雨
天
の
場
合
は
同
校
講
堂
で
)

-
老
人
居
室
整
備
資
金
貸
付

市
で
は

.ω
機
以
上
の
佐
人
の
た
め

の
腐
容
を
期
改
築
さ
れ
る
行
に
、

悼
む
人

川
被
終
側
資
金
の
貸
付
を
行
っ
て
い
ま

す
。
本
年
度
の
貸
付
件
散
は

3
作
で
.

ω年
の
均
等
償
還
と
は

っ
て
い
ま
す
創

出H
付
を
希
噂
さ
れ
る
万
は
‘

市
社
会

M

M
航
課

(
告
白

1
2
2
u
o内
線
2
2
0
)

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
e

-
里
親
月
間

叩
月
1
日
i
引
日

..... 

A
A
l
H
か・
り
「
削
通
を
求
め
る
巡

動
」
が
災
地
さ
れ
ま
す
。

あ
わ
悼
た
の
愛
の
予
を
.
家
前
提
に
市
中
ま

れ
わ
弛
い

F
供

(
O
忠
明
1
M
刊
噌
岨
)
た
ち
の

た
め
に
与
え
て
.
そ
の
院
か
い
愛
情
と

家
縫
的
ふ
人
間
気
の
タ
か
で
.
す
く
す

く
育
て
よ
う
と
す
る
mh続
制
度
で
す
。

A
v
mh
織
と
は
、
出
同
ぬ
品
刊
の
な
い
児
償
又

は
保
温
晴
事
引
に
弘
治
さ
せ
る
こ
と
が
.
不
通

当
と
認
め
ら
れ
る
児
慌
を
、
車
党
行
す
る

ニ
と
を
A

仰
望
さ
れ
る
も
の
で
.
知
事
が

認
め
る
わ
刀
を
い
い
ま
す
.
れ怯
お

.
tRW

W
は
問
や
川
附
が
魚
川
刊
し
志
す
。

A
V
問主制棋
の
申
込
み

l
v
k
附閉山色刷叫

2
匂
刷
問
削
』
胡
叫

(約
二
年
間
-

【岡
下
級
希
常
者
】
↓

【市
社
4
自
社
い
や

務
所

}
i
【兇
政
相
地
刷
所
】

l
【児
成

悩
祇
審
議
会
】
↓

【mk鋭
登
録

(削小山崎

しこい、ヴ
}
】

こ
の
よ
う
に
光
市
.
悩
祉
向

k
の
た
め

に
.
川
下
房副
慨
を
求
め
て
い

ま
す
.
こ
の
釧

段
に
つ
い
て
お
た
づ
ね
し
た
い
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
ほ
雌
な
〈
市
社
会

一M
M飢
線
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
.

g
n
1
2
2
0
0
 

(12) 

-
法
の
日
の
行
事

(法
の
U
湖
川
H
ω
η
i
n
i
7
n
-

マ
と

き

ω月
却

U
附
午
前

ω川町
1

ド
・
ふ
先

i
L亭

'
1
4
H
 

マ
と
こ
ろ
魚
北
川
市
サ

ン
プ
ラ
ザ

削
減
内
山
介
は
、
上
池
山
明
物

・
昨H
A机
-

m令
・
交
通
事
政
・

公
明
H

・
h
へ
紛
関
係

・
相
続
関
係
の
紛
争
等
で
.
相
級
制
刊
は

一
切
無
創刊
で
関
係
朽
の
絡
術
は
厳
守
し

ま
す
。

}百}百'r:i
ILJ III III 
m以初直
jt，' 1r-悠}j
r6b 5，趣自託
金主切
j盟 主きJlJr
合魚
L;‘ i1t 
Zζ 'ド

支
部

-
学
校
建
設
な
ど
に

役
立
っ
て
い
る
簡
保
資
金

郵
便
防
の
簡
桃
山
悼
険
の
保
険
料
は
.

m係
資
金
と
し
て
.
滋
帥
附
.
学
校
.
住

宅
、
治
問
々
ど
の
公
共
地
ぷ
の
雄
投
に

繊
資
さ
れ
、
住
み
よ
い
ま
わ
づ
く
り
、

の
か
な
社
会
づ
く
り
の
資
金
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